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す。IT産業が盛んでバルト海のシリコンバレーと呼ばれ
ています。日本政府や民間企業の多くがエストニアを訪
れ、デジタル政策を学んでいます。電子IDカード、ネッ
トバンキング、選挙投票、確定申告、会社設立など行政
手続きのほとんどがオンラインで完結できます。世界で
唯一、国政選挙で電子投票が可能とのことです。最後に
導入された手続きは、なんと離婚届の提出だったそうで
す。

３．スウェーデン王国

　スウェーデン王国、首都ストックホルム市（人口約99
万人）。13世紀の半ばに、小島スタツホルメン島に砦と
して築かれたのが都市建設の最初です。「Stockholm＝丸
太の小島」と言う地名は、戦闘に備えて島を囲むように
丸太の柵が巡らされていたことが由来です。川に挟まれ
たところに街が広がり、水の上に浮いているような都市
景観。北欧のヴェネツィア、世界で最も美しい首都とも
称されています。ノーベル賞受賞者の記念晩餐会が開か
れるストックホルム市庁舎、王宮、国会議事堂。これら
の建築物に施された豪華で優雅な装飾。真冬の僅かの時
間の滞在でしたが、日本人は言うまでもなく、世界一の
大国、米国のトランプ大統領までもこの国とノルウェー
で設立された権威に与ろうと言うのも分かるような気が
しました。
　アルフレッドノーベルのダイナマイトの発明が有名で
すが、GPS、ペースメーカー、受話器、パソコンのマウ
ス、ファスナー、ヨーロッパ最初の紙幣、世界最古の中
央銀行、これらはスウェーデンが発祥、「社会科学革新国

１．はじめに

　当協会副会長を拝命して13年目となりました。日頃よ
り、官公庁、発注者、会員企業各社の皆様、その他、上
下水道事業に携わる関係者の皆様には大変お世話になっ
ております。お力添えを頂きました皆様にこの場をお借
りして感謝申し上げます。
　さて、私は25年２月にデジタル先進国であるエストニ
ア、スウェーデン、フィンランドの北欧３カ国の首都タ
リン、ストックホルム、ヘルシンキを視察しました。羽
田空港を離陸、ベーリング海からアラスカ州・北極圏を
通りヘルシンキ空港乗り継ぎでタリンへ。２泊後、スト
ックホルム・アーナンダ空港へ。１日滞在後、ストック
ホルム港で大型フェリーに乗船、一夜掛けてバルト海を
航行、翌朝ヘルシンキ港へ。１泊後、ヘルシンキ空港を
離陸、往路ルートとは異なり、偏西風の追い風を受ける
ベルリン、イスタンブール、アゼルバイジャン、ウルムチ
上空を通り羽田空港へ。往復ともに約13時間、ロシア、ウ
クライナの領空の外側を一周したようなフライトでした。
　25年に公表された「上下水道 DX 推進検討会」の最終
とりまとめで（１）施設の老朽化の進行（２）現場の担
い手の減少（３）経営状況の悪化（４）激甚化・頻発す
る自然災害などの課題への対策として上下水道のDXの
推進が必要と提言しています。本稿では、デジタル先進
国である北欧３カ国の視察を経て、我が国DXの今後に
ついて考えてみました。

２．エストニア共和国

　エストニア、北ヨーロッパのバルト海に面する小国、
旧ソ連で現在EUとNATO加盟国、人口はさいたま市と
ほぼ同じ135万人。首都タリン（人口約45万人）は、エ
ストニア語でデンマーク人の城を意味する街。13世紀に
エストニア人の砦をデンマーク王が占領したことが町の
名の起源に。その後、ハンザ同盟に加盟しロシアとの交
易で発展。城壁で囲まれた旧市街が、中世ハンザ都市の
面影を色濃く伝えます。中世の雰囲気が色濃く残る魅力
的な都市です。美しい石畳の道とゴシック建築が並ぶ旧
市街は世界遺産にも登録されています。近代的なカフェ
やショップも点在しており、古き良き時代と現代が調和
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家」と言われています。最近では、日本のPaypayのよ
うなスウィッシュという個人間送金システム普及が進
み、国内人口約1,050万人の860万人に使用されており、
現金はほとんど使われていません。この個人間送金シス
テムは、アフリカのケニア共和国がMobile決済を導入、
成功していたことを手掛かりにスウェーデン企業が開発
したもので国内取引に特化しています。スウェーデンの
中で現金を扱う銀行の支店は２店舗のみ。政府としては、
オンラインサービスが普及しなければ国として生き残れ
ない、ブロックチェーンの技術を応用したデジタル通貨
eクローナの設立も検討中で法改正を待つ段階とのこと
でした。市内で地下鉄に乗りましたがVISAのタッチ決
済で入場、乗車できました。岩盤の地層を掘削した地下
深くにホームがあり、掘削した岩盤の表面を吹き付けた
ままの箇所が多く、エスカレーターと並行して斜めに移
動するエレベーターも使用されていました。東京メトロ
半蔵門線の永田町駅で有楽町線へ乗り換える人が利用す
るエスカレーターと同じような長さがありました。２つ
の駅しか見ておりませんが、駅ごとに独自のアートが施
されているそうです。科学、技術、工学、数学の４分野
を統合的に学ぶSTEM教育に力を入れるお国柄、IT関係
企業のスタートアップ支援が手厚いです。Skypeや
Spotifyは日本でもよく知られています。
　一方、ロシアによるクリミア半島侵攻後、バルト海で
もロシア軍の脅威が高まったこともあり、2018年１月か
ら男女とも対象となる徴兵制が復活しています。ストッ
クホルム王宮では、任務中の若い男女の衛兵を見かけま
した。

４．フィンランド共和国

　世界各国を「幸福度」で順位付けした国連（UN）の
「世界幸福度報告書」の最新版が2025年３月に公表され
てフィンランドが８年連続で１位でした。ロシア帝国が
第二次ロシア・スウェーデン戦争後にフィンランドを併
合してフィンランド大公国となった1809年までスウェー
デン王国に属し、1917年にロシア革命で帝政ロシアが崩
壊して独立、100年以上ロシアの支配下に置かれたフィ
ンランド。ヘルシンキの市街の中心のほとんどがドイツ
生まれの建築家カール・ルートヴィヒ・エンゲルによっ
て計画されたものでサンクトペテルブルクに似た新古典
主義の街並になっています。エンゲルの都市計画の中心
的なポイントは、ヘルシンキ元老院広場、中央にはフィ
ンランドの国会を再建したロシア人のアレクサンドル２
世の像が建てられています。これを取り囲むように、東
側にフィンランド政府宮殿、西側にヘルシンキ大学の本
館、北側に巨大なヘルシンキ大聖堂があります。日中と
夜中に早足で街歩きをしましたが、昼夜ともにとても美
しい街並みでした。しかしながら、公共トイレがほとん
どなく、日付が変わる時間帯に街中の建物の陰で用を足

す若い女性グループを２回見かけて驚きました。ヘルシ
ンキ大学とアールト大学【ヘルシンキ工科大学（1849年
創立）、ヘルシンキ経済大学（1904年創立）、ヘルシンキ
美術大学（1871年創立）の３つの大学が公立大学経営の
効率化によって合併されて設立】を視察しました。ヘル
シンキ大学では、第一三共、王子ホールディングス、東
大、京大、北大、早大など日本の企業や大学との共同研
究が盛んに行われているそうです。アールト大学は、政
府の産官学連携型のイノベーション推進の役割を担い、
エンジニアリング、アート＆デザイン、ビジネスの各コ
ミュニティを密接に連携させた学際的な教育と研究を強
みとしています。Skype、paypalなどのスタートアップ
から育った企業のように育てることが目的とのことで、
キャンパス内のワーキングスペースを案内してもらいま
した。自国の強みをビジネスに変えるべく、投資家と企
業、大学のマッチアップやスマートシティ戦略に力を入
れています。

おわりに

　2021年（令和３年）９月１日デジタル庁が発足しまし
た。当時の菅義偉総理大臣は国会答弁で「役所に行かず
ともあらゆる手続きができる、地方にいながら都会と同
じような生活ができる。こうした社会の実現を目指し、
官民のデジタル化を加速していく」と述べています。視
察した３カ国、特にエストニアには、デジタル庁が目指
す社会が実装されていました。視察した３カ国共通の国
民のマインドとして、海外の大きな市場で如何にビジネ
スを創出するか、そのことに貪欲な感じがしました。人
口が少なく国内市場が小さい上に、人件費が高いが故の
必然だと思います。
　そこで我が日本、地方部での現金決済の比率の高さや
世界的にも超高齢化した人口構成、意思決定の遅い国民
性を鑑みると、行政手続きはじめ、上下水道だけでなく、
その他の社会資本に係るDXの推進に関して、北欧各国
のような政策の浸透には相当な時間を要すると見ており
ます。これは日本の経済力と国内市場が、円安と言われ
ながらも現時点でも十分に大きいことも理由にあると思
います。
　外貨準備高も世界最高水準、人口が東京23区より少し
多いくらいのスウェーデン、兵庫県くらいのフィンラン
ド、さいたま市くらいのエストニア、日本は国民の多く
が先進的な変化に理解を示して導入するには、なかなか
難しいくらいの大きい国家なのだと思います。
　視察した３カ国で出会った人達、自信に溢れている感
じがしました。日本人ももっと自信を持っていくべきだ
と思います。日々の国民生活に不可欠な上下水道事業、
水コン協は民間の立場で調査・設計分野で重要な役割を
担って参ります。引き続き、関係者の皆様のご指導ご鞭
撻のほど宜しくお願い致します。




